
平成２７年２月１０日 

東京消防庁予防部予防課 

 

 

連結送水管等の送水口及び送水口等の結合金具に係る運用基準の改正について 

 

 

連結送水管の送水口及び放水口並びにスプリンクラー設備及び連結散水設備の送水口

の結合金具については、消防法施行規則（昭和３６年自治省令第６号）第１４条第１項

第６号ロ、第３０条の３第４号ハ及び第３１条第３号により、差込式又はねじ式のもの

とするよう規定されており、現在、当庁においては予防事務審査・検査基準によりねじ

式のものとするよう運用しています。 

また、危険物関係施設に設置する消火設備の送水口及び連結送液口の結合金具につい

ては、予防事務審査・検査基準に準じてねじ式のものとするよう運用しています。 

当庁の消防用車両等に配置されている消防用ホース（６５ｍｍ）の結合金具について

は、差込式となっていることから、迅速な消防活動のため、従来の運用基準を改正し、

下記のとおり運用することとしました。 

 

記 

 

１ 次に掲げる結合金具を差込式とするよう運用します。 

⑴ スプリンクラー設備の送水口 

⑵ 連結散水設備の送水口 

⑶ 連結送水管の送水口及び放水口 

⑷ 水圧開放装置付きシャッターの開放装置の送水口 

⑸ 危険物関係施設に設置する消火設備の送水口及び連結送液口 

２ 運用開始日 

  平成２７年４月１日 

３ 適用対象について 

運用開始日以後で、建築確認申請に係る消防同意をする防火対象物及び設置又は変更

の申請等に係る許可等を受ける危険物関係施設 

４ その他 

⑴ 運用開始日前で、消防同意した防火対象物又は設置若しくは変更の申請等に係る許

可等を受けた危険物関係施設のうち、対応が可能なもの（運用開始日以降に設置され

るものに限る。）については差込式に変更するよう指導します。 

⑵ 今回の運用基準の改正は、既存防火対象物に対する改修を定めたものではありませ

んが、既存防火対象物に設置されている結合金具については、今後の改修工事等の機

会をとらえて、ねじ式から差込式に変更するよう指導します。（危険物関係施設につい

ても同様に指導します。） 

⑶ 詳細については、依頼文に添付する予防事務審査・検査基準 新旧対照表をご覧く

ださい。 


